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(以下 SM),パラアミノサリチル酸塩 (以下 PAS),
イソニコチン酸ヒドラジッド(以下 INH)に対する
耐性検査成績と,これら症例のツベルクリン皮内反応























1報 2) のそれより減 じたが,SM,PAS,INHの
3割共にその耐性菌を発見する頻度が年々増加
していること, その頻度が SM に於て特に高
いということ,及び34年度は前年度に比 して差
異が少 く,FAS,INH では逆に減少さえ示 して
いるということは第 1報で報告 した通 りで,今
回新たに追加 した昭和36年度前半は前年度に比
較 して 3割共に耐性菌が増加 しており,耐性菌
増加の傾向は35年後半から36年前半にもひきつ
づきみられたのである｡





割耐性菌はそれぞれ 0%, 5.3%, 3.1%,5.3
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表 2 菌株別耐性の年次推移
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時年令構成及び年令別の耐性菌発見の頻度は表 3に示 したが,20才か ら 39才までの症例が大多
数を占めてお り,年令別の耐性菌の頻度はいづ
れの年令に於ても SM耐性菌が最 も多いことには
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が陽していたもの｢ツ｣反応陽転時期との
関係を調査 した成績は表 5に示 した｡第 1報 2)
では SM の耐性の限界を 10γ不完全耐性以上
としたが,本報告では後述する様な理由から 1
0γ完全耐性以上としたためと,調査対象施設
を増 したために,表5の個々の数は第 1報と異 っ
て来たが,昭和32年度か ら36年度まで総計524例
中,｢ツ｣反応陽転時期の明らかであったもの
が 162例あり,その中に 1割以上に耐性を示 し
た症例が24例あった｡この24例の中で耐性を
示 した薬剤の市販以前,つまり SM では昭和22年
,PASでは昭和25年,INH では昭和27年以











告 では SM IOγ完全耐性以上を とる ことと

























みられたのである｡また SM 耐性菌が PAS耐性
菌,INH耐性菌に比 して各年度に於ける頻









りの接種菌量が,それまでの 10~1mgか ら 10~3-1
0~4mg-と変更されたためではない
かと推定 している｡次に大都市と中小都市と
に分けて集計 した成績をみると, INH 耐性菌




結核予防法に於て大都市では INH 毎 日の3着











が,耐性を示 した薬剤の市販以前に BCG によ

































































的推移について 考察 した｡ 耐性の 限界として
SM IOγ完全耐性以上,PAS及び INH は 1γ
完全耐性以上をとると,耐性菌全体としての頻
度は年々かなり急速に増加する傾向があり,昭
和 36年前半までに もこの 傾向が引続きみられ
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